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この結果縫合糸の脱落または吸収までの日数は平均 
Dexon 30.3日 Vicryl28.2日 Catgut14.0日であり術
式聞には差はなく今まで報告をされている日数よりはる
かに短い。 
56. ヒルシュスプルンゲ病に対するヂュアメル・スラ
マ変法(映画)
真家雅彦，高橋英世，横山宏
大川治夫(千大・小児外科)
我々は昭和47年よりデュアメノレ法による盲のう形成と
直腸盲端の縫合不全を予防する目的でスラマ変法を用い
ている。現在迄に34例に施行し良好な成績を得ている。
その手術手技の詳細について映画にて供覧した。 
57.腎動脈狭窄性高血圧症に対する exvivo surgery 
による 1治験例
雨宮浩(国立循環器病センター研究所) 
36歳主婦。右腎動脈狭窄による高レニン血症性高血圧
である。右腎を摘出し，メラ腎濯流保存装置を用いて45
分間の濯流保存下に狭窄部の切除を行い，右腸骨寵へ自
家移植した。経過は順調で，高血圧を治癒せしめえた。
濯流保存装置を利用してのほ vivosurgeryは本例が
本邦第 1例であり，またよく腎を温存し得たので報告し
た。この他，当センターでの死体腎移植 2例，剥離性大
動脈癌手術に際しての 8時間腎保存 1例について紹介し 
Tこ。 
58.生物弁の臨床使用経験
田宮達男，西沢直(国立千葉)
最近 glutal-aldehyde処理豚弁による弁置換術並びに
弁付き人工血管を用いる Rastelli手術(大血管転位症)
を経験し，良好な成績を納めたので報告する。上記生物
弁使用に際し最大の利点は，全例塞栓の合併症がなく，
かっ急速なJL.'陰影の縮少をみたことである。又 Rastelli
手術が本生物弁の使用により容易化したことの意義は大
きい。本弁の耐久性のみが今後の課題である。 
59.北里大学における腎移植の現況 CIV)
渡部浩二，柏木登(北里大学臓器移植) 
1972年より 7年聞に死体腎 9例を含め 105例の腎移植
を数え，生着率は生体腎57.8%，死体腎11.1%，受腎者
の生存率は夫  々83.5%，66.7%となった。輸血の Graft
に及ぼす効果，感作の有無，肝炎発生率などについて述
べた。またイムランと異なり肝障害を来たさずに強力に
免疫抑制効果を有する Bredinin の Beagle犬腎移植
に及ぼす positiveな効果を示した。 
60.筑波大学消化器外科の研究の現況
深尾立，尾崎梓，竹島徹
折居和雄，岡村隆夫，岩崎洋治
(筑波大)
消化器外科グループとしておこなってきた主たる以下
の研究テーマについて，その進展状況と成果について述
べた。 1.胆道系疾患の外科治療， 2 開創照射効果向
上のための細胞同調利用に関する基礎研究， 3 直腸吻
合器，注腸補助器の開発， 4 外科的内視鏡治療(食道
静脈癌栓塞療法，凍結療法) 5.水素血流量計の外科的
利用， 6.臓器移植(腎保存，移植免疫，線溶) 
61.早期食道癌症例の検討
小野沢君夫，鍋谷欣市，花岡建夫
李 思元，新井裕二，本島悌司
(杏林大)
昭和48年から昭和53年11月までの切除食道癌症例は66
例になり，このうち早期癌 4例，表在癌 1例.R早期癌 
1例である。早期食道癌 4症例を呈示した。深達度の浅
い食道癌のスクリーニングは X線診断のみでは難かしい
場合もあり，我々はカプセノレ法食道擦過細胞診も併用し
ている。 
62.膳頭十二指腸切除 110例の経験から
羽生富士夫，小林誠一郎，遠藤光夫
木下裕宏，浜野恭一，鈴木博孝
山田明義，鈴木 茂，中村光司
(東京女子医大・消化器病センター)
疾患別内訳は牌頭領域癌85例，慢性勝炎16例その他 9
例計110例である。手術死亡は 10例10%であり， さらに
手術成績の向上を企るべく術前状態の改善と勝腸吻合の
縫合不全の防止に努力した。すなわち残存障の病態を考
慮した上で，我々の縫合法の工夫と充分なドレナージの
必要性について言及し，併せ予後等につき報告した。 
63.食道再建術についての 2，3 
遠藤光夫，羽生富士夫，小林誠一郎
木下祐宏，浜野恭一，山田明義
鈴木博孝，鈴木 茂，中村光司
(東京女子医大消化器病センター)
食道再建術のうち，胸壁前食道胃吻合と，左開胸経横
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隔膜開腹による食道胃切除術を紹介した。とくに，前者
で，食道胃管後壁端側吻合が，縫合不全の発生率 3.6%
と良好な成績であり，本術式について説明を加えた。 
65-1.経気管的上縦隔造影法とその応用
神津照雄(千大)
食道癌症例における上縦隔内リンパ節転移や， A-Fa-
ctorを診断する目的で本法を考案し，犬の動物実験に
て検討した。本法は気管支鏡を介して分岐部後壁に先端 
6 -10mmの注射針を穿刺し，造影斉IJを注入する方法
で，縦隔内リンパ節造影が可能で， A-Factor等の診断
にも有効であった。同様に BLMを投与すると縦隔内
リンパ節に高濃度にとりこまれた。 
65-2.腎移植と癌免疫療法の現況
落合武徳(千大)
教室において，昭和42年以来生体腎移植28回，死体腎
移植39回が施行された。最近の腎移植は成績が安定し，
昭和 48年 6月以降行われた症例の患者の 1年生存率は 
100%であった。一方，移植腎の生着率も， HLA抗原を適
合させることによって向上してきた。腎移植では拒絶反
応を抑制することが要求されるが，逆に拒絶反応をひき
おこすことによって癌の免疫療法が施行された。教室に
おける昭和51年から行われた進行胃癌における BCG・ 
CWSを用いた免疫療法は有効で、あった。 
65-3.敗血症に対する ATP及び糖投与の効果
平沢博之(千大)
ネズミを用い，盲腸結柴穿孔による腹膜炎に起因した
敗血症モデルを作製し， ATP-MgClz及び糖投与による
効果を検討した。 ATP-MgCb及び糖同時投与により生
存率の有意の改善がみられ，これとともに肝細胞内 ATP
レベルの改善， 肝内細網内皮系機能の改善及び肺への 
blood-borne particleの取り込みの減少がみられた。 
65-4.特発性門脈庄充進症の臨床像について
原輝彦(千大)
過去13年間に教室で経験した特発性門脈圧充進症48例
の臨床像を検討した。年齢は男女共中年に多く，男女比
は 1: 2.7である。食道静脈:庖は89%の症例に認められ，
しかも中~高度のものが多い。摘出牌重量の平均は 717 
gで，門脈圧は平均307mmH20である。肝機能検査で
は正常または軽度異常にとどまるものが多かった。 
65-5.成分栄養法 (Elementaldiet) 
小越章平(千大)
ほとんど全ての成分が消化された形，すなわちそのま
まで吸収されるものばかりを配分したものを用いて栄養
状態を改善する方法で，経腸的な Hyperalimentation
とも呼ばれる。われわれは， 1978年 3月初の国産製品 
ED-ACを開発したが，経中心静脈高カロリー輸液とは
異なった広い適応をもち，特別な手技も要せず，今後外
科栄養の手段として大いに広まるであろう。 
65-6. X線上狭窄像を認めた食道癌の検討
植松貞夫(千大) 
X線上狭窄像を認める食道癌症例は決して少くない。
この臨床像について検討するため X線上の狭窄所見より
軽度な I度，中等度の H度，強度の E度，にわけで占居部
位，壁在性，長さ， X線型，肉眼所見，術前合併療法の効
果，リンパ節転移，予後等の関係について検討した結果，
狭窄の程度が強度即ちE度では厳しい X線所見が多発し
その予後も I度 E度に比較して非常に悪い。 
65-7.食道癌合併療法と実験食道癌
磯野可ー(千大)
照射+ブレオ+免疫療法剤が食道癌術前照射として優
れた療法であり，かっ，特に Ef3の症例の予後は良好
である。最近，照射に速中性子線を使用し検討中であ
る。実験食道癌(I)は家兎に VXz癌を移植(食道)
し上皮内進展の有無を検討し，上皮内癌との関係を検索
した。実験 cn)は PNURによるラットの発癌実験を
行っている。特に，同系で別のラットの背部に PNUR
で処理した食道を移植し発癌させる。
